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〇菅原東堂さんご挨拶 

お待たせいたしました。今日はとてもいいお天気で、たくさんの皆さんにお集まりいた

だきましてありがとうございました。今日のお話は木俣先生の雑穀のお話です。なかなか

ですね、親しみやすい話なので、ゆっくり聴講いただきたいと思います。じゃ、先生よろ

しくお願いします。ちなみに、このはじめの一歩のところに。東京学芸大学名誉教授とか

いろんなこと書いてあります。 

＊本稿は講義の動画と音声記録から、読者の便宜のために、世話人の鈴木佐江子さんが

文字起こしされたものを、話者が校正しました。鈴木さんにお礼申し上げます。また、講

義の機会を与えてくださった泉龍寺の菅原東堂さん、現御住職始め 40名を超える聴講者の

皆様にも、小難しい話にお付き合いいただき、お礼申し上げます。 

 

 

今日は、由緒ある泉龍寺の講座にお招きいていただいてありがとうございます。雑穀、

生き物の文明への移行、人新世の希望はここにある、という話題で、植物の栽培化過程か

ら人間との共進化を学びたいと思います。今日は雑穀のことを中心にお話しますけれども、

もしお時間があればちょっと皆様方のご意見を聞かせていただければと思います。 

本日の物語のあらすじです。小難しいことをお話しします。要点のみお話しすることに

して、詳細な説明はしないようにします。適当に休みながら聞いてください。 

 

物語のあらすじというのは事前に、こちらの読経会の参加者の方々からご意見を聞いて

いますので、それを主な話題にしながら、雑穀の果てしない物語をして行きたいと思いま

す。まあ人新世という言葉は後でまた少しご説明します。雑穀だけじゃなくて穀物全般、

栽培植物の起源の研究をしてきました。栽培植物（作物）は特定の地域で栽培化されて世

界中に伝わっていきます。雑穀はこれから御説明しますけれども、生きるための穀物です。

他方で、トウモロコシ、コムギ、イネのいわゆる主穀というのは、税金になるとか、世界貿

易に使うとかで、性格が社会的に違うものです。栽培植物は自然の中で人類と一緒に進化

してきています。生業というのは生きるために行う仕事なんです。産業ではありません。

職業ではないのです。家族のための生活の仕事です。中尾佐助さんは、種子から胃袋まで
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と、そういういろんな生活文化で一つのセットになってるものを農耕文化基本複合と呼ん

でいます。調理の起源なども併せ考えて、農耕の起源仮設を提案しています。 

私はその中で農耕と農業とを区別しているんです。最近の地震災害、公害、気候変動、

まあこういったものがある。それから 四紀人新世ということについてはまたあとで続け

ますけれども、まあ、今はとても重要な時機にあって、何を選んでいくかということによ

って、未来が大きく変わるわけですね。僕は未来への希望は生き物の文明への移行にある

と考えています。 

雑穀は見捨てられた穀物、まあ、そういうふうに言われるんです。その雑穀と、僕は阿

修羅という神様を重ねてみています。もしお時間があれば、その心の問題として話を加え、

皆様方のご意見を伺いたいと思っています。 

 

 

簡単に自己紹介ですけども、僕の研究人生はもともと植物遺伝学から出発し、それから

まあ、進化を主題としながら、いろいろなことを学び、研究の内容を少しずつですね、変

えながらきたわけです。それが教育学部に就職してしまった。ちょっと、違う研究経歴を

辿ってきました。人間と植物との関係の歴史を分析から統合する学問を志しました。環境

のことも重ねて学んできました。そういう中でですね、これから先お見せします。まあ、

科学っていうのは分析する学問です。一方で、環境は複雑な問題ですから、分析だけでは

解き明かせません。いろんな学問領域を一人の人間がまとめていく統合する学問が必要に

なります。そういう研究仕事を 50 ぐらいしてきました。子供の頃から植物が好きだった

のです。 
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僕は多くの師友、先達に恵まれてきました。特に、3人の師匠から 30 ほど親しく教え

を受けました。阪本寧男は植物学の師です。写真左、阪本の両脇は椎葉秀行、クニ子夫妻

です。焼き畑で雑穀などの栽培を伝承してこられました。高木文雄は行政策の師です。写

真右上の、若い頃の僕がビールを継いでいるのは小野田寛郎少尉です。高木は海軍主計大

尉であったので、敗戦後、シ ガポールで捕虜経験があり、小野田さんに情を寄せたので

しょう。降矢静夫は山村農耕の師です。写真右下、隣に座っておいでなのは、このゑ夫人

です。体が弱いからと農家を継ぎ、乙種整備兵で硫黄島に行って、飛行場づくりと農耕で

食料を賄っていたそうです。病気で本土に戻されて、硫黄島で玉砕することなく大分航空

隊で農耕班をしていて、敗戦を迎えたそうです。たいそうな文人です。 
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事前に先ほど言いましたようにご質問をいただいたので、まあそれをちょっと整理して

おきます。できる限り、お応えするつもりです。まず、雑穀を巡って、次に自然と生業につ

いて、お話をします。 

 

ここに示したのは、日本で作られてきた主なイネ科雑穀 6 種、加えてタ 科のソバ、ヒ

ユ科のセ ニ コク、アカザ科のキヌアですね。キビ、アワ、こちらシコクビ 、これがモ

ロコシです。それから、これがヒ 、ハトムギです。 

それで皆さん、雑穀の穂を 覧しようと思います。それはこちらから しまして、それ

からこの小袋を、もしよかったらお取りください。これは地元産の在来のアワです。こち

らにおいでの鈴木さんたちのお世話で栽培しました。 

 

 

 

多様な雑穀が世界中で栽培されています。雑穀 millets はそれらの総称です。約 5 億ト

 生産されており、穀物生産量の 13.7％になります。大方がイネ科の夏生一 生植物で、
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C4 光合成植物でもあります。半乾燥地や丘陵地で、主要な食料ですし、昨今では健康食ブ

ームに乗って、高い栄養価によって需要が増しています。種子は人間の食料、茎葉は家畜

の飼料になるので、とても有用です。イネ科穀物は籾に包まれた頴果で、貯蔵性が良いの

で、都市国農業文明の基盤である租税になりました。主穀であるコムギ（冬生一 生）や

イネ（多 生）は C3植物です。トウモロコシは（一 生）C4植物です。 

 
中尾佐助（1967）は 4 つの農耕文化複合の起源地、阪本寧男（1989）は穀物の地理的起

源地を整理しています。雑穀は主にアフリカとイ ド亜大陸のサバ ナ地帯で起源したと

されています。阪本は、キビとアワが中央アジアからイ ド北西部、ヒ が日本で栽培化

過程を進めた仮設を提案しています。キビ及びイネの地理的起源と伝播を合わせて示しま

す。 

 
イネ科植物は毒性が少なく、その穀 は栽培植物はもちろん、今日でさえ、野生種の種

子も採集によって食用にされています。栽培化されたイネ科植物は一 生 C4 植物が多く、

倍数性も高いです。栽培化過程で、種子の脱粒性をなくすように人為選択されます。 

     
雑穀は世界 地で栽培されている 主要穀物種  の、多様な穀物の
総称（約 億ト 、    ％）である。     の穀物生産量合計は約  億
ト 、トウモロコシ（    ％）、イネ（    ％）、コムギ（     ）。

小さい種子（頴果）を大きな穂に 山つけ、主に夏  の半乾燥気候、
 帯または亜 帯のサバ ナ的な生   や 帯モ  ー 気候の地域
で栽培化されたイネ科夏作一 生穀類。 四紀の地 環境の変動に適応
進化してきた植物 。イネ（多 生）やコムギは  植物。

高い遺伝的変 性や地域 有の適応的 質を  した雑穀在来 種の
多くは  植物である。半乾燥地の しい環境  下においても、光合成
  が高く、 定した  を見  ことができ、茎葉は家畜の飼料にな
るから、植物体全体の 量は多い。

雑穀は今でも、大陸に大きく がる自然環境が しい半乾燥地域や丘
陵地域において主要な食 。健康食ブームによって栄養価の高い雑穀の
需要が増加 定してきた。  

 
 

 
 

 

 

 

  地中海 西 アジア（地中海性）、  アフリカ（サバナ）、
  中部アジア（  ッ ）、   中国 アッサム（ 帯夏 ）、
  東 アジア（ 帯  ）、   ソア リカ（サバナ）、   
ア リカ（ 帯夏 ）、   東イ ド（サバナ）   日本東北（ 帯
  ）。

 

  

          
           
  

穀物の地理的起源地
主な 起源地の他に、日本
（ヒ の起原、木俣     ）
と東イ ドを示した。伝播経
 は複雑で提示していないが
、それ れに伝播して  を
与え合ってきたと考えられる
。
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緑の革命（1968）によって、主穀のトウモロコシ、コムギ、イネがモノカルチャーによっ

て大量に生産されるようになりました。多くの化学肥料、農薬、水、農機具を多用して、単

一栽培種の単一改良 種を 大な面積で生産し、国際食 戦略によって輸出入するのです。

 ジャー穀物が主要な穀物とされていますけども、世界中で栽培されている雑穀が生産量

は少ないですけど、その土地、土地で味が違って、とっても大事にして食べられています。

それから、雑草については詳しく話しませんけど、大方は一 生草本です。イネは本来、

多 生植物ですが、それを一 生的に育てていくということで人為選択され、栽培化過程

が進みました。 

皆さんは、植物っていうのは毒がないとお思いでしょうが、身近なところで、たとえば、

庭に生えている水仙の葉を食べたら、救急車ですよ。ニラによく似た葉っぱですので、う

っかり食べてしまう方が時々いますよね。まあ、サ ペ  によく出てくるトリカブトな

んて猛毒ですからね。それでも、イネ科とかバラ科はあまり毒性がないです。イネ科の野

生の種 は食べられます。いくらでも、ポ ポ と叩けば野生のものは種子がこぼれます

から、ものすごくたくさん集められます。今でもアフリカのサバ ナ地域やイ ドでも野

生の穀 も食べてるんですよ。穎果というものは籾に包まれていて、 存性がとても良い

ということですね。要するに一 生植物は寒冷とか乾燥するとか、そういう環境  が悪

い時に種子で寝ちゃうんですね。休眠してその困った時期に過ごすのですね。そういう種

 を人間が利用していくわけです。 



 

7 

 

 

世界的に生産量が多いジャガイモ（ソラナム チューベローサム、多 生 4倍体、栄養繁

殖）も普通系のパ コムギ（トリ ィクム ア   ィブム ブルガーレ、一 生 6倍体、

種子繁殖）もそれ れ、数種の栽培種の中で特定の 1種ないし亜種のみが世界中に がった

のです。コムギは僕が学生の頃は、20くらいの種に分類されていましたが、今は種数を減

らして、亜種レベルの分類 にしています。パ タにするのは二粒系のトリ ィクム トゥ

ルギドゥム  ュラムです。このような食材の世界的な多様性の喪失状況について、考えて

みていただきたいです。 
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さて次は、長い歴史的な視点からお話しします。 三紀に木本植物から多 生草本植物が

進化し、 四紀になって、さらに一 生草本が進化してきました。地 の大陸の レートが

動いてアル  やヒマラヤ山脈ができます。こうした中で、ユーラシア大陸の内陸地域が冬

季に寒冷化し、夏季には乾燥化して、砂漠化が進みました。中央アジアの砂漠は夏季にとて

も暑く、冬季にはとても寒いです。このような乾燥地域の周辺、  ッ 地域にイネ科草本

が多い草原ができて、野生の集団性動物も集まってきました。一 生植物は しい時期を種

子で休眠して耐え、自家受粉で多くの種子を生産しているのです。一粒の種子がこぼれて、

生存できれば、翌 には大きな 落を 成できるのです。ここに草食性の野生動物の集団が

暮らすようになれば、人類の狩猟 採集の暮らしは豊かになります。植物の栽培化過程、農

耕ばかりでなく、続いて集団性の動物の家畜化過程、遊牧も始まります。 

 

         
    

          

                  
                
      
                   
                 

 

         

          

草本植物の進化 地 の内陸地域における冬季寒冷 夏季乾燥化によって、
イネ科植物の草原ができて、集団性動物が来る
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一 生草本は多 生草本と比較すると、一 生草本は自家受粉で小さいが多くの種子を

作ります。倍数性が高く、攪乱される場所に生育します。表現 の可塑性も高いです。気

候変動の著しい環境に適応進化してきたこれらの特性が人間の側から見ても栽培化過程に

有効であったということです。栽培化過程は植物と人間の共生進化ですが、植物は人間の

意志、人為選択に従うばかりではありません。したたかに、雑草、随伴雑草、擬 随伴雑草

などと、今現在でも生 的地位を動的に変転させているのです。 

果樹などは接ぎ木や挿し木で増やすことが多く、栄養繁殖で遺伝的には変 がないので、

自家不和合成によって、自家受粉しても がなりません。梅なども別の 種を受粉樹とし

て植えておく必要があります。ビワは昆虫の少ない冬季に開花しても、自家和合性なので、

1個体でも がなります。 

雑穀の種子は小さいが、穂が大きくたくさんの種子が付きます。倍数性が高いのは、遺

伝子が多いということで、変 性が大きいのです。動物はほとんどが二倍体です。植物は

倍数性が著しく高いです。多 生は光合成産物を次世代の種子に分配するのみでなく、自

個体に残しますから、多くの種子を付けません。雑草をなくしたいのなら、ほっておけば

遷移が進み、多 生草本から木本になります。雑草は取れば取るほど増えるということに

なります。 

 

 

さて、 四紀における一 生植物と人類の出現の共時性はとても不思議な事象です。カ

ミガミの明確な意図によって設計されたわけではないのに、ここには人間の心の構造と機

 の文化的進化が見られます（ミズ 1996）。ミズ は道具としての石器の研究により、

チ パ ジーの心の構造から、現生人類の心の構造に至る進化過程について仮設を提案し

ました。知 がいかに発達し、統合されてきたかをいろいろなモ ルで考察しました。ホ

モ サピ   は 10万 前に進化してきたのですが、ネア  ルタール人は 22万 前か

ら 3万 前まで生存していたので、7万 ほどはこれら 2種は共存していました。 

一 生草本と多 生草本の比較
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 四紀完新世になって、11700 ほど前に氷期が終わり、ホモ サピ   による植物

の栽培化過程が始まり、農耕から農業へと進み、同時に、6000 ほど前から ジ トな

どに穀物を租税基盤として都市国農業文明が起こります。 

 

 

 

学問は急速に進展していきます。最近の文化人類学での農耕を巡る定義です。農耕 前

の管理、栽培（半栽培 semi-domestication）、栽培化、農耕 farmingと続き、その後に農業

agriculture が始まります。生業である農耕と産業である農業は明らかに なる事象であ

ることを確認していただきたいです。 

 

 

       

            

      

             
         

        
      

      
      

       
     

      

 

   
   

   
   

   

                 

          
       

        

     

       

  

               

 管理           野生種の 作とある程 の管理 。栽培化や  的変化はない。

 栽培            野生もしくは栽培化された植物の播種、植付のための土 の
意図的 備。

 栽培化              植物（動物）の  的 遺伝的変化。

 農耕         化（ 化）された植物（動物）の利用。

 農業            狩猟や採集は続いているが、ある共同体の活動を作物栽培

や家畜飼育が 配したり、主要な食物となること。

    定義に関する において、 化が使用されているが、一般には 化。また、農耕が  使用されて
いるが、後者は農業の 植ではないのか。国際的な文化人類学での定義 
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繰り返しますが、 四紀更新世になって、一 生草本と人類が出現しました。 四紀完

新世になって、農耕が始まり、栽培化過程、家畜化過程が進み、農業を産業基盤として都

市国が出現し、文明が起こりました。この過程頃までは、人間と生き物が共生的進化過程

にあったと思います。さらに最近、 四紀人新世になって、緑の革命から、人間が種内で

人為選抜圧を高めて、種内での隷従関係を強 にして自己家畜化が極 に進んでいると思

います。 

 

穀物の最古の発掘事例から、植物の栽培過程は、オオムギが最も古く、現在から１万 

近く前です。古い で言うなら、続いてコムギ、キビ、アワ、イネ、トウモロコシ、さら

に、  バクやシコクビ 、モロコシ、ライムギ、コルネなどが続きます。ごく新しいとこ

ろでは、19世紀のライシャ があります。穀 が脱粒しないようになるのは、重要な栽培

化の根拠です。 
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 栽培植物の近縁野生種は僕たちの身近にもありますが、これらはおおかた栽培化されて

はいません。これから初夏になると、東京の野川周辺に生える、栽培植物近縁のイネ科雑

草です。コムギの類は冬生一 草、雑穀類は夏生一 草であることが多いです。ジュズダ

マはハトムギ、 ノコログサはアワの祖先種です。右の写真はイ ドのオリッサ州、用水

 に生えているイネの祖先野生種オリザ ルフィポゴ で、いまでも採集して神々に供え

ています。 

 

 

東イ ド起源の雑穀コラ ィ（セタリア  ミラ）の祖先野生種は日本でも 地に生え

ている雑草キ  ノコロです。この植物は東イ ドではまずイネの畑の雑草で、次にイネ

の擬 随伴雑草から二次作物になったサマイ（キビ属）の随伴雑草となり、さらに混作さ

穀物の最古の発掘事例（  事例のみ示す）

  

        

    

     

      

    

     

      

     

    

     
     

    

    
      

近隣に生える栽培穀物近縁の雑草 

多 生 セイバ モロコシ、ジュズダマ、 ズ ノ
ヒ 、チカラシバ、カ クサ、カモジグサ

一 生  ヒシバ、オヒシバ、 ノコログサ、 イ
ヌビ 、キ  ノコロ、ムギクサ、カラ ムギ

  

イ ドのイネの祖先種              、多 生
雑草。採集して食べる。   
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れる三次作物へと進化していきます。この間に、自然選択や人為選択を受け、野草、雑草

から、随伴雑草、飼料、 険作物、と多様な役割を変化させていきます。これは今でも雑種

 成などで継続しており、栽培化過程という進化は行きつ戻りつ、留まることはありませ

ん。栽培化過程で人為選択により、直立し、分けつが少なくなりました。     

 

 

 

一次作物キビ、二次作物サマイおよび三次作物コラ ィを比較してみます。サマイはキ

ビと同じ属ですが、種子は少し小さいです。単作もされていますが、 イ ドではサマイ

とコラ ィの混作畑があります。一緒に播種、栽培、  、加工、調理します。この 2 種

の混合比はその の天候によって なります。 が多ければサマイが多く、少なければコ

ラ ィが多くなります。コラ ィは乾燥に強いのです。 

この混合作物は販売もされていて、そのままいくつかの伝統的調理にしています。サバ

 ナ地帯で暮らしていくにはとても重要な雑穀です。 
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これから、日本の穀物についての話に戻します。佐賀県の菜畑遺跡は縄文時代末期から

弥生時代初期の最古の稲作を示していると言われています。小高いところではアワを、低

い 地ではイネを同時に栽培していました。福岡県の板付遺跡は縄文時代晩期から弥生時

代初期で、やはり稲作をしていました。弥生考古学者の定義では、縄文土器が一緒に出土

しても、稲作跡地があれば、それは弥生時代とするのだそうです。これは日本考古学の独

特の編 法です。日本列島には何 もいろいろな人々が海陸からやって来たので、彼らが

 参してきた栽培植物もいろいろな組み合わせがあったのだと考えられます。菜畑遺跡の

頃はアワとイネが朝鮮半島から一緒にもたらされたのでしょう。アワはそれ 前に日本列

コラ ィの穂    と  栽培
     コドラとの混作   栽培     サ
マイとの混作および  種子脱粒性の雑草

    と  コラ ィとサマイの混作畑 
ア ドラ  ラ シュ州        近
 の     村。

一次作物キビ、二次作物サマイ
および三次作物コラ ィの比較

  

コラ ィとサマイの調理法   サマイとコラ ィの混合食材          、  サマイ穀粒、  コラ ィ
  穀粒、  コラ ィ  穀粒、  めし      、  おねり       、        。   
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島に来ています。天皇家の新嘗祭には、皇居の他、 地の農家に委託栽培したイネとアワ

をお供えするようです。 

参考までに示しますが、とても興味深い事例は、沖縄のサトイモが水田で栽培されてい

ることです。後述しますが、イネは 地性の多 生植物、種子で有性繁殖し、株で栄養繁

殖しています。 地はまさに自然による原初の水田で、タロイモ、バナナ、サトウキビな

どと同じく、ひこばえなどの移植より栄養繁殖で栽培しているのです。これは稲の栽培起

原と水田の起源や伝播と関わるヒ トを与えていると考えるようになりました。 

 

 

 

近代明治 降の日本の食料戦略に話を進めます。簡単に言うとですね、芋侍が明治にな

って稲華族様になって、 二次世界大戦でア リカに負けちゃって、麦官僚になったんで

す。あまりこういうこと言うと嫌われますが、いや、これはその通りだと思うんですよね。

たとえば、雪が多いので北陸は麦を作りません。全然できないわけじゃないですけど、北

陸などは今でもイネの主産地です。北陸で作ったイネは北海道の松前藩に北前船で行って、

北海道の産物と交換していました。 

現在の日本ではイネ米を食べる人たちが多いです。イネ米っていうのはヨネ米とも言い

ますけど、本来は精白した穀物のことをコ とかヨネとか言うので、イネがすべて米コ 

ではありません。アワ米と言ってもいいわけです。文献的にはそう書いたものも古い時代

にはありますね。ですから、イネは植物の和名ですけども、コ というのは植物名ではあ

りません。加工した食 名です。だからこれが定義もなく、ごちゃごちゃに使われてるん

で混乱するんです。現物で言えばそういうことですね。江戸時代は石高制ですから、お侍

さんとか大都会の商人さんたちはイネ米を中心に経済を していたのです。明治から昭和

の初期にかけては、都市部でさえ多くの人たちはオオムギを食べてたんですね。お金 ち

だけはイネですけど、そうでない人々はイネとオオムギの混炊が多いです。あとは芋とか

豆とかそういうもの食べてたんですね。ところが、要するに土佐薩長の人たちは京都に出

  

 

                弥生初期の
日本最古のイネ作 アワとイネが同時出土。
                     
     、沖縄県西表島の水田作サトイモ。
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てきて、藩費を使って会合をして、討幕を謀ったのです。それを見て、京都の人はあいつ

らは田舎もん、芋侍だと言ったわけですね。サツマイモを食べて何が悪いかと思いますけ

ど、差別されたのです。鹿児島のサツマイモは美味しいですよね。どんなものでも人間が

一生懸命作ってたものは生き物ですから、それをまずいという人は料理技術が下手だとい

うことです。食材を上手に使えないのであって、生き物にまずいなどというのは、とって

も失礼ですよ。そこから命の をもらってるくせにねと思います。そういう差別に、後で

また別の表現をしますが、イネに中心を置かれて、田舎もだんだんイネ米を中心にすると

いう方向に動いてくるんですね。決定的なのは戦争中です。食料がないので、日本軍は現

地調達なんですよ。食べ物は住んでる人から奪う。そういう戦術で戦うので、地元の人々

から恨まれるわけですよ。ですから、日本軍は鉄砲で撃たれて死ぬんじゃなくて飢えて死

ぬか、病気で死んでる人の方が多いんですよ。僕の三師も、さっきから出てきた方達はみ

んな戦争経験者です。後からご紹介する古守医師は軍医としてラバウルに行ってました。

戦地で飢えの状 を医師として観察してきたから、こういう穀菜食が大事って言ってるわ

けです。戦争中は、配給制 下に置かれて、イネだけではなく、ヒ やアワなども統制さ

れたんです。この時の戦時配給制 は敗戦後も、しばらく続きました。本来、オオムギを

中心に穀菜食をしていたところに、イネが入るようになった。配給制 により、イネ米が

 く普及して、食べ物が大きく変わってきたんですね。それで戦争に負けちゃいましたか

ら、ア リカで有り余っていたコムギを援助されてしまったのです。僕も戦後生まれです

けど、学校給食でパ いっぱいもらいました。食べられないほどです。そんなようなこと

で徐々にパ 食に誘導されたのです。 

 

 その後、稲作一辺倒により、ムギ食に対抗したのですが、過剰生産で減反政策に退行し

ました。減反政策は働かないことに補助金を出したので、農家の誇りを著しく傷つけたの

だと思います。さらに、コムギ食がイネ食を上 りました。肉食が普及して、飼料として

のトウモロコシの輸入が激増しています。いよいよア リカなどの巨大企業の戦略に組み

 まれて、日本における種子から胃袋までの農耕文化基本複合は消滅の危機に陥っている

のです。言い換えれば、食料主権、食の 全 障があまりに弱くなっているのです。この

国は食料供給を止めるだけで、多大な餓死者がでて、防衛戦争などいくらも ちこたえら

                          
                             

                           

                                   
                   

                                    

                                    
       
                     山 陸軍 の         
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れません。市民レベルでは世界中に良い知人がたくさんいますが、国レベルになると、世

界戦略の中で経済、軍事ともに 地で戦争が続いています。こうした中で、僕たちはどの

ように、若い人たちに希望を示せるのか、お話ししたいです。現代史における一連の事象

を学び、理解する必要があります。 

  

 

その中で、柳田國男はどう考えたか。本人から聞いてないからわかりませんが、稲作単

一民族説というものを、敗戦が免れないと考えたのか、提案しています。要するに、天皇

家の祖先がイネの種子と稲作技術を って、 の島を経て日本に入ってきたんだという学

説ですね。日本列島にはいろいろな時代に継続して、いろんな人が来ているのだと思いま

す。しかし、天皇家の単一民族が 方から稲作を伝えたから、稲だけはとても尊いもので

あるということですね。柳田は超高級官僚ですからね。山 有朋の寵愛を受けてた人なの

で、大正天皇の大嘗祭も彼が取り仕切りました。敗戦後も、彼は枢密院の顧問官になり、

今の日本国憲法を作ることができる地位にいました。ですから、皆さんが 解されている

のは柳田國男は 遠野物語 などで、村人の語りを文章にして書き出して、そのことしか

皆さんは頭にないから、山民のことをすごく大事にしてる学者であると、勝手に先入観を

 っておいでになる。彼は山に関心があったのは若い役人として遠野や椎葉に行ったその

頃だけで、あとはもうぴったりと止めて、 の方に思考が行ってしまいました。それは大

きな先入観というか、 解だと思います。でも彼は真面目に考えたのかもしれません。ア

 リカの小麦戦略に対抗するためにね。結局、コムギに負けてしまって、日本の皆さんが

食べてるのはパ やパ タなどコムギ粉食 が多いです。イネがどんどん過剰生産という

のは、イネを作りすぎというよりもめしやもちなどイネ粒食 を食べなくなったのですよ

ね。  

神代植物公園があるので、深大寺には初詣を含めて、よく行きます。山 有朋の忠魂碑 

が建ってます。山 の愛国の考え方、今でも長州騎兵隊の系列にある政治団体があって、

天皇家を利用しようという流れですよね。ですから、柳田民俗学とかいうのはその系列に

麦 雑穀 豆類の栽培の 退
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あるのです。今でも日本会議というのは山口県では長州 部と言っているようですね。東

京だったら東京 部ですけど、長州は長州 部です。僕らが知らないところで、そういう

流れというのは恐らく続いているんでしょうね。そんなことで、稲作単一民族説というの

が、どういう風に機 していたかということですね。だから、弥生文化っていうのは、農

耕を行う先住民は日本にはいなかったという考えです。縄文文化には農耕がなかった。ま

た、北海道のアイヌ人たちも 狩猟民だから農耕はしていないという見解になります。しか

し、アイヌ人の人々も農耕はしてるんですね。ヒ （ピヤパ）、アワ（ム チロ）、キビ（シ

 シ ッ ）などを作ってましたし、特にヒ は北海道から東北が起源地じゃないかと阪

本寧男が書いていますが、僕はその説を継承したいと思います。ヒ が日本起源というこ

とですね。ヒ とは雑草のことを言ってるんじゃないですよ。ヒ は栽培化されて大きな

穂になっていますね。雑草のヒ 属植物に比べて明確に栽培種です。 

 
 

さっき、ざっとお話したことの復習のようなものですけども、食の差別というのは世界

的にあります。新大陸から導入されたトウモロコシは当初、ヨーロッパ人が食べる物では

ないとウシの餌に、ジャガイモは豚の餌になって、つまり家畜の濃厚飼料が生産されて、

肉食が急速に普及することになりました。しかし、一方で次 に重要な食材になって、産

業革命を える食料になったのです。ファ  ゴッホの絵、ジャガイモを食べる人々や、

イギリ のジャガイモの病気で 100 万人が餓死したことなど、重ねて考えてみれば、食の

差別など止めた方が良いし、次 になくなります。なんでも料理の腕前次 で、美味しく

いただけます。 

さて、それで詳しくは話しませんけど、コロ ブ が新大陸に行って、ジャガイモやト

ウモロコシなどをヨーロッパに伝えました。当時の北の方の人たち、イギリ もそうだけ

ど、産業革命になってるわけです。コムギは寒さに弱くてそんなにたくさん取れず、食べ

られなかったんですよ。だから新大陸からジャガイモやトウモロコシが伝わったことによ

って、産業革命を推進する食料基盤として役に立ったわけですよね。 
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ただまあ、これも余談ですけど、ロ ド でジャガイモの病気が出て、ロ ド で 100万

人餓死したそうです。どうして餓死したかですね。ジャガイモは種芋で増やすのです。種

芋で栄養繁殖するということは遺伝的に全く均一ですから、それが病気にかかると、他の

種芋も大方感染します。その結果、ものすごく生産量が落ちた。それで 100 万人ぐらいの

人が飢えて死んでる。当時、日本の江戸の人口は 100 万人くらいと言われてますね。だか

ら、例えば オー トラリアへ飛行機に乗って遊びに行くでしょ。そうするとね。食べ物は

飛行機の中でみんな食べちゃいなさいと言われますよ。 国のものを国内に ち ませな

い。海 の食物を入れて、そこから病気がうつると大変なことになるから検疫が しいの

です。 

日本では今お話したようなことで、イネが く普及する一方で、 二次世界大戦後しば

らくして、一層、雑穀が廃れたのはそんなような理由ですよね。まあ、穀物は海 から買

った方が いとかですね。雑穀なんか鳥の餌でしょとかね。そんなこと言われたわけです

よ。とりわけ 緑の革命（1968）というのが起こってたくさん肥料を与えてたくさん水を与

えてですね。農薬もたくさんやって、穀 の生産量は一時的にはすごく上がるわけです。

だけど、雑穀類は穀 、種子だけじゃなくて、葉っぱとか茎が大事なんですよ。だって家

畜を飼ってるからですよ。家畜と一緒に飼って暮らしてるわけですね。家畜の糞は燃料、

塗料、肥料にもなります。イ ドや中央アジアの多くの人たちも小規模有畜農耕ですから

ね。人間が種子を食べて、葉っぱやなんかは家畜に与えるわけですよね。その両方がない

と意味がないわけですよ。そうすると雑穀類の生産性というのは決して低くはない。 験

的にもそれは証明されていますけどね。まあ、そのようなことで緑の革命という世界的な

農業生産と食 戦略によって変化で、僕たちの生活様式も大いに変わってきたんじゃない

かということです。  
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〇しばらく休憩します。ご質問があればお応えしますし、できるだけ時間を残して話し合

いたいです。「一次作物、二次作物、三次作物とは？」という、休憩中の質問への 答で

始まる。 

 

たとえば、一次作物というのはイネやコムギです。コムギで説明すると、コムギの畑の

中にいろんな雑草が入るわけです。ドイツに行って、コムギの畑を見せてもらうと普通の

畑は大方雑草は少ないです。ベルリ 自由大学の植物園に行って、伝統的なコムギ畑の生

 展示を見ると、ヒナゲシ、  ドウ豆、  バク、ライムギなど、随伴雑草としてごちゃ

ごちゃに生えているんです。さっき、イ ドのコラ ィのお話をしましたね。同じことが

ドイツでも起こっていたわけです。バビロフが見つけた栽培化過程における事象です。ラ

イムギは パ に調理します。ドイツのパ には結構、ライムギの パ がありますでし

ょ。ライムギは寒さに強いんです。寒い であったらコムギが良く育たず、あんまり 量

が良くない。だけど、ライムギは寒さに強いからなんとか残るわけです。そういう雑草だ

ったものが次 に穀物として栽培化過程を進めていって独立した穀物になっていくわけで

すね。そういうのを二次作物、ライムギや  バクの場合は冬季の寒さですね。寒さとい

うのは緯 が上がるだけじゃなくて、標高が上がるというところでもありますからね。そ

れが自然選択と人為選択によって生存し、作物になるのです。 

今日、ご紹介したように、イ ドではイネの中に混ざっている雑草があります。イネは

本来、 地に生えている多 生植物ですね。それが栽培化するという過程で生 的一 生

として育てられていくんですけども、そういう中に生えてる雑草がいっぱいあるわけです。

今でも日本だと代表的なのはタイヌビ などがありますよね。いろいろな雑草も一緒に生

えてます。そういう擬 随伴雑草の中から栽培化するということがなされてきたのが二次

作物サマイやイ ドビ です。イ ドビ は日本の系列とは別の栽培種ですね、祖先種が

違いますから。イ ドビ とか、コドラだとか、お配りしたハトムギなんかも二次作物で

す。この辺だとね、ジュズダマって雑草が生えてるでしょ。ジュズダマはハトムギの直接

の祖先です。だから雑種（子供）は容易にできます。ちゃんとその孫もできていくんです

よ。それは同じ種だからだけど、ジュズダマって包鞘がカチカチでしょ。包鞘の中に種子

が入ってるんですけどね。すごい硬いんですよね。だから、ロザリオにしたり、 お数珠に

したりね、 々と利用するんです。 

だけど、でも今 覧してるハトムギはもうちょっと柔らかいですよ。爪で割れます。ハ

トムギは胚乳でんぷんがモチ性です。後でちょっとまた、そのこともご紹介します。とり

あえずご質問があったのはそのイネという一次作物に対して、二次作物とは何かというこ

とですね。イネが中国の珠江辺りで起源して、河川を西方に遡上後、また、イ ドに向け

て 下して伝播していくわけです。その中から 寒さや乾燥という環境  が伝播する地域

で変わってくるでしょ。イ ドの カ 高原の方に伝わっていくと、乾燥地の丘陵の天水

田あるいは畑でイネを栽培することになりますよね。水稲と陸稲と両方を栽培するのです

よ。そういうところに一緒に入ってた擬 随伴雑草がイネよりも乾燥に強いと、旱魃の 

に生き残るのです。東 イ ドで起源したサマイやコラ ィとかそういったものです。そ

れが作物として栽培化過程を進んでいるのです。今でもね、栽培化っていうのはものすご

い時間かかるし、これで終わりではないんです。常に雑種 成するわけで、今、お話した

ようにハトムギだって暖かいところに置いとけばまた翌 も花が咲くんですよ。だから 多
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 生なんです。本質的にハトムギとコドラっていう雑穀はイネに擬 随伴して水田に入り、

栽培化過程を進め、独立した作物になったのです。まあ、そういうのが僕の研究の成果と

して言ってることですから、ちょっとあの世間で言われているのとは違います。けれども、

研究というのはどんどん進んできます。じゃあ続きをお話しして、今のモチ性のことも最

後にちょっと触れます。  

 

去 は 国際雑穀 でした。それで僕もよっぽど頑張ったんです。僕の尊敬する友人が頑

張って、イ ド 務省提案で国際雑穀 になったのです。彼はイ ド全体の雑穀改良計画

の責任者で、僕も彼と一緒に雑穀をもっと増やした方がいいという提案を国際的にしてた

のです。皆様方も多分ご存じないでしょうが、国連が栄養のための行動の 10 とかですね。

家族農業の 10 とか、提案していて、今がそうなんですね。また、小農権利宣言も提案し

ています。世界中の農家を見ると 8 割方は小農なんですよ。みんな小さな農家ばっかりで

すね。大きな農家は少ないです。小農の方が主要な生産量を担っているのです。そういう

ことを国連は言ってるけども、日本でほとんど関心がありませんよね。 

 

 しい気候  のところでも生き残って生産量が出せる雑穀を大事にしないと気候変動

の中でね、対応できません。雑穀を無くさないで残そうじゃないかということですね。そ

んなことで バイオバーシ ィ イ ターナショナルという国際機関が出した本（2022）の

タイトルに書かれているのは Orphan Crops です。これが雑穀 milletsというものです。孤

児作物と直 する人もいますけど、僕は見捨てられた作物と意 する方が良いかと思いま

す。雑穀というのは Lost Crops とか Orphan Crops という風に言われてるんですけど、最

初にご案内したように 5 億ト も作られてますね。これは決して少ない量ではないんです

よ。 

 
 

国際雑穀     
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日本政府がどう考えているのか、あるいは考えてもいないのか？ 世界とはまた別なんで

すね。最近、G20の会合がイ ドでありました。イ ドのモ ィ首相は雑穀の栽培にものす

ごく 心で、イ ドでは 2018 に国内で雑穀 を祝賀しました。この延長で、イ ド 務

省の提案で、2023 が国際雑穀 になってくるわけです。まあこの G20会合の開催のニュ

ー の映像を見ていたら、首相の横に国際雑穀 のポ ターが置いてありました。僕も FAO

のローマ本部主催の 2  ウェビナーに招待されて短い時間ですけど、日本の雑穀の歴史

についてお話をしました。G20共同宣言の中には記述があります。それでも、日本では行政

も、マ   ィアも全く関心を示しませんでした。 

 
これは時間があればお話ししたいです。僕は植物に自分を重ねているので、牧野

富太郎さん、まんちゃんと一緒です。彼は自分を植物の精であると言ってますね。

僕は精ではないですが、植物とともにある阿修羅の眷属のような者です。まあ 学問

を本格的にやるというのは要するに阿修羅みたいなもんですよ。孤独にやらなきゃ

できません。できれば緑の指を ちたいのです。まあ植物育てるのも、子供の頃か

らやってますから、そこそこうまいです。 

 

  

                

                               
                              
                             
         

                             
                            
                             
                               
                   

                                                   

                                                       

                                

                                                           

                                                                                                       
  

雑穀はまるでアシュラのよう
だ
学問は阿修羅の眷属のなせる
業である

緑の指を
 ちたい
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僕も大学でいろんなことやりました。その中で多摩川 コミュージアム ネットワーク

というのを提案しました。まあ、どうしても人はお金があるうちは付き合ってくれるんで

すけど、助成金がなくなると付き合いませんので、だからこれはちょっとそのままになっ

ちゃってるんです。流れとしては多摩川の流域で コミュージアムを繋げたいという ー

マは何 か 践しました。ちなみに、小菅村は 江市と連携協定を結んでいます。それと、

今もう一つ、行ったのは雑穀街道の普及活動です。山梨県丹波山村、小菅村、この村の一

つの集落の長作は相模川 流の鶴川の源流です。上野原市に下って、桂川、それから相模

川に合流しています。こちらはかなり活動を蓄積している方々もいましたので、雑穀街道

というのを FAO世界農業遺産に登録申請しようという提案を 10 間やりました。 

 

 
まあ、結局、簡単に言えば、この普及活動は失敗しました。僕は科学者ですから、どうし

て失敗したかという分析は事 を記録し、残すために行いました。もう老い先も短いので、

誰にも忖 なく、かなりきつい事 を書いて残しました。ただし、個人名は書きませんが、

だけど、どういう人たちが、どういう団体組織が何をやったかということを残しておけば、

将来の地域振興の成功の素になるでしょう。 

これは丹波山村の岡部良男さんのモロコシの畑です。こちらは西原、小菅村、続いて相

模原市緑区です。トラ ジショ  タウ 藤野っていうグルー はお百姓倶楽部というの

があって、今は活動してないんですけど、種子を差し上げたんで、ローカル シードバ ク

を作ったり、こういう展示会をやったりしました。中心になってる方が若くして亡くなら

れてしまったんで、今あんまり活動してないですね。ここに種子を定 退職の時に差し上

げましたけど、差し上げたものは、今では東京農業大学経由で沖縄に行ってるんです。 

2010 に生物多様性 約 COP10が名古屋市でありました。僕は名古屋で育ったんで、ま

あ 卒業した高校の生徒たちにも協 していただいて、国際会議場で展示をしました。会議

に意見書ポジショ ペーパーも提出しました。 

           

        

         
           

               

      

           

              
            
    
               
              
              

             
       

               

            
           

 
 
 
 

         

    

        
           

            
            
            
    

    
            
             

      

         
      

     
       

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

  

多摩川 コミュージアム 
ネットワーク 雑穀街道
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国内 から、今でも多くの研究者が訪ねてきてくださっています。こちらが古守豊甫医

師で、こちらが考古学の松谷暁子博士ですね。イ ドからはシタラム博士も来てください

ました。彼は共同研究のカウ ター パートで今でもお付き合いが続いています。僕は主

に京都大学のチームで調査研究活動をしました。また、研究専念機関にバ ガロールで 1

 ほど下宿して暮らしました。こちらの方は橋本光忠さん、降矢さんと同世代なんです。

シタラムさんと一緒に行った時に、お家にある穀物の種子をみんな見せてくださいとお願

いして、写真を撮りました。アワとかシコクビ とかキビとか 々あるんですけども、す

べて１ 種だけではなくて、多様な在来 種を 存しています。こちらは今でも親しくし

てる守屋秋子さんのお父さんなんですけど、まあこのお父さんがアワを作って天皇家に献

上するというところですね。毎 の新嘗祭はどっかの農家にお願いをして、アワとかイネ

を作ってもらっているのです。皇居でも作ってるようですが、僕は皇居に入ったことない

んで、現物は見てません。農水省の人から相談を受けたことがあるので作ってるんでしょ

う。そんなことでね。天皇家に献上したとか、それから縄文土器が畑から出てくるとか、

この辺もそうなんですけど、中期の勝坂式土器はかなり出るんですよ。 

 

 

    

      

小菅村

相模原市緑区

生物多様性 
約 約国会議
     の展示
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さて、 作ったものをいろんな商 にして売らないと、作っても食べる人がいないとだめ

です。小金井市のパ 和洋菓子組合の協 を得て、いろんな商 開発をしました。小菅の

湯のレ トラ でもいろんな雑穀食を提供しました。上野原市西原で雑穀栽培に勤しんで

おいでの、僕の先生の降矢静夫さんの同級生、親友中川勇さんの息子さん兄弟、智さんと

仁さんです。息子さんって言っても、もう 90歳ぐらいですけどね。僕はお父さんの代から

の付き合いです。彼の家にはこんな 20数種の雑穀類が継承されています。これは甲州モロ

コシですね。ここには水車もあるんで、水車で精白や製粉をしています。 

 

 
 

さて、環境教育あるいは環境学習についてお話を繋ぎます。僕はもともと植物進化学専

攻ですけども、それと民族学（文化人類学）という領域も重ね合わせて、栽培植物の起原

と伝播の研究を進めてきました。しかしながら、東京学芸大学に職を得ていたので、職業

上の専攻は環境教育学で、職責上は連合大学院博士課程教育構造論講座担当の教育学者で

す。文部科学省の大学院審議会の審査を教育学で受けていますので、博士号審査をするい

わゆる〇合教授です。教育学関係の研究業績がなければなれません。一人の人間が多領域

をそれなりにこなしてきたと理解していただきたいです。東京学芸大学と小菅村は社会連

携協定を結んでたんで、中央公民館 4 階建てを借りて、教育委員会からの依頼もあり、 

コミュージアム日本村づくりで、小菅村の民具や縄文土器とかそういったものを全部整理

して展示していました。でも、行政っていうのはなかなか冷たいもので村長さんが変わっ

てしまって、公民館から追い出されてしまいました。それでも、地元には 自然文化誌研究

会と長 一緒にやってる方が何人もいるので、地元住民の理事もいますから、村内の倉 

をお借りして、まだ活動を続けています。こういう腊葉標本も世界中から調査しながら集

め、文献資料や書籍も 8000 冊くらい所蔵しています。僕はいくつかの学会を創ったので、

そういう学会の創立資料も残しております。展示もちょっとだけやってます。 

            

             

  

            
    

           
             
             
   

上野原市の
 農の雑穀
 存系統
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幸か不幸かはわかりませんが、東日本大震災の時に、計画停電があり、放射性物質も拡

散したので、急遽、 存していた約 1 万系統の栽培植物やその近縁種の種子はイギリ の

王立キュー植物園ミレニアム シード バ クに移管しました。生きた種子は海 で生き

残りました。 

 

 
NPO自然文化誌研究会は、東京学芸大学冒険探検部の発展した団体です。1975 創立で、

来 で 50周 を迎えます。この会の友人たちの えによって、冒険 探検のほか、いろい

ろな環境学習  全活動をしてきました。何千人もの子供たちや学生たちに、山村民の協

 によって自然や生業体験を提供してきました。 

 

 

小菅村の中央公民館で行っていた植物と人々の博物館の解説書です。現在の、植物と人々

の博物館です。仮住まいですが、資料整理のために、 に 1 2日開館しています。希望者

があればご案内しています。 
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古守医師は軍医としてラバウルに赴任し、生き残って帰国されました。日本に戻ってき

てから、この上野原町の棡原地区を調査して、ここが長寿の村ということを明らかにした

のですね。そこで、多くの有志が寄付をして、長寿村の碑を作ったのです。彼にはとても

親しく、励ましていただいて、いろんな資料や著書とか論文とかほとんど全ていただきま

した。それは植物と人々の博物館に全て置いてあります。 

小菅村中央公民館
          

        
        

        
     

  

海 学術調査による雑穀などの腊葉標本 約１万点
関連書籍 約 千点
関連民具など、展示パネル
後継者がいなければ、すべて廃  定。
縄文文化の基層を とした学習観光資源としての可 性
         現在          での表示 数は        。
                  までのサイト  アクセ 数解析結果 、
       。国別解析では、日本       、ア リカ      、イ
 ド    、ブラジル    、ロシア    など。
ユーチューブ動画視聴数        上。
降矢静夫光 書簡集検 数       

植物と人々の博物館
山梨県小菅村井狩
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古守医師の意見を要約しますとね。麦 雑穀、芋類、豆類を食べる。全粒粉を食べるとか、

冬も乾燥野菜を食べたりしたらいいとかですね。一物全体食というんですか。地産地消と

か土産土法、身土不二ということを彼は言ってます。一物全体食、ハワイに高級 ーパー

のホールフーズというのがありますね。ホールフーズっていうのは要するに全体食という

ことですよ。この ーパーに行きますと、一番 イ なところに雑穀類の量り売りのコー

ナーがあるのです。ヨーロッパのいろんな国々に行っても、 ーパーマー ットに行くと

アワとかキビとか売ってます。何で売ってるのって、彼らの祖先が 6500  BC から食べて

たんです。今ではトウモロコシが北イタリアの伝統食ポレ タの食材になっていますが、

本来はアワやキビがその食材であったのです。まあそんな風にですね、 々変わってくる

んです。ア リカの上院議員マクバガ の提案したレポートとか、チャイナ タ ィとか

健康食について報告していますが、古守 鷹嘴博士らの意見とおおよそ合致しています。 

 

 

                
            
             
                                
        

        
        

               

古守 鷹 両先生の意見         

 長寿棡原は麦を中心とした雑穀、いも類を 分に 取して、ビタミ  １、  
 を  している。

 全粒粉および小麦胚 の高 活用により、ビタミ  を多量に 取し、不 和 
  に対する比も正常 を示している。

 低コレ  ロール食 を適当に組み合わせ、動物性食 を発達 階に応じて適量
にとっている。
 棡原地区特産の冬菜の常食によって、ビタミ  、  鉄分を 分に補給してい
る。

 発 食 を 分に活用し、 内細 を正常に っている。

 調理はすべて一物全体食、土産土法でなされていた
  食物  多含食 を補 する。（古守 鷹     ）

健康  防医学、栄養学を大切にする。 ピ シャ コロリ天寿

マクバガ  レポート（    ）、チャイナ タ ィ（    ）とおおよそ同じ見解。
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最近、 四紀人新世が大きな課題になってきています。この表はお配りしてると思いま

す。詳しくはご説明できませんが、国連もいろいろな提案をしています。 

一方で大事なことはトリニ ィ 験で原子 が使えるようになったすぐ後に、 島と長

崎に原子爆弾が投下されたことです。ここで ルトニウムとかなんか出て、地層に大きな

変化をもたらし、それが地層に残っているから、それで地質学会としてはこれを新しい、

地質 代として新人世の定義基 にしようとしたのでしょう。でも、伝統的に今そんな定

義に賛同しない研究者もいて、 留されています。最近だとロシアとか、イ ラ ルとか、

ア リカ、中国、北朝鮮もそうですけど、 爆弾を使う可 性をはっきり言ってるわけで

すよね。これが 1つの流れです。 

皆さんはほとんど高機 携帯電話をお使いでしょう。僕は東京学芸大学に勤めてました

んで、文科省の委託でいろんな ロジェクトに関わっていました。かなり早い 階からイ

 ターネットだとかを活用することをやってるわけですね。でも、僕はそうした情報シ 

 ムは好みません。便利な道具として使うのは、ある程 はいいんですけど、どうしても

のめりこんでしまうということになると、さっき言った極 な自己家畜化に溺れて、自分

の頭で考えなくなっちゃいますからね。食べ物も既成食 に依存して、宇宙食のようなも

のを 取することはお断りです。自己家畜化が進 と、人間の脳は縮みますよね。 際、

家畜化過程が進 と、ヒツジの脳がちっちゃくなってますね。人間の脳もさっき言ったネ

ア  ルタール人と比べるとホモ サピ   の脳は幾分ちっちゃくなってますね。それ

は何万 かの話ですし、人によって個体差もあります。ほとんど人間のゲノムも解析され

ちゃいましたね。それで、最近では CRISPRシ  ムが確立されて、遺伝子 作はかなり容

易にできるようになりました。そんなに高いお金をかけないでできるようになってしまっ

たわけです。こういうことは、ある学会ではモラトリアムという良識ある人たちもいたん

ですけど、それでも、中国では自分で計画 編集して子供を 3人 作りましたね。倫理的に

やっちゃいけないというのに、やっちゃう人がいるわけです。科学者ってのは名誉心やお

金で、自制ができない人もいるのです。世間がどう言おうがやるわけですね。学会から追

放されたと言いますけども、これは怖いことができるようになっているわけです。こうい

うものをどういう風に思うかということですね。 

それと、この間、僕は名古屋で育ちましたから、伊勢湾台風による自然災害を経験しま

した 。最近でも火事になったり地震があったりですね。いろんなことが頻繁に起こってい

ます。それと同時に、これも一緒に 目してほしいんですけど、人口が 80億を超えて、も

っと増えるかもしれない。わかりませんけど、僕が学生だった 50 前にもうそういうこと

を警告してる人がいて、人口爆発だということを言ってて、穀物だけ食べてれば 120 億く

らいまでは大丈夫だろうと言われてましたよね。問題は人口というのは人間の数だけじゃ

ないんです。家畜の数、人口とは言えないので、英語でポピュレーショ 言うのでしょう。

たとえば、近 、鶏肉をものすごい食べるようになりました。世界中で養鶏所では、1万羽

だとか、2万羽だとかね、 ージで飼ってるわけですよ。だから、肉も卵も くなりました。

ウシやブタだって本当はもうちょっと平たい地面でゆったりと暮らしたいわけだけど、人

権というか動物権というか、蹂躙されて、みんなそんな機械の一部のようにされちゃって

るわけですね。何が怖いかと言うと、コロナウイル だってそうですけど、たくさん人間

や動物がいれば集団感染するわけです。逃げることができません。 レビ見てても、その
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何万もの鳥を地面に埋めたんですね。すごいことやってるわけでしょ。まあ、そういうよ

うな時代に今僕らがいるわけです。 

 

 

 

 

日本人は日本の研究を評価しませんから、日本でもいいことたくさんやってるんですけ

ど、僕なども海 で発表する方が楽なんですよ。日本では雑穀の研究してても、何でそん

なことしているのとしか皆さん思いませんけどね。まあそういうものですね。話が飛んで

きますけども、さっき言いましたように 最近、この国際層序委員会で 四紀層序学小委員

会というのがあって、一応こういう定義でいきましょうということを相談したわけです。

       

人新世            とは、人類が地 の地質や生 系に与えた  
を発 として提案された 定上の地質時代である。人新世の特 は、
地  暖化などの気候変動、大量 滅による生物多様性の喪失、人
工物質の増大、化石燃料の燃焼や  験による 積物の変化などが
あり、人類の活動が原 とされる。       時点では、層序学会に
おいて議論継続中、     のトリニ ィ 験が他の案よりも有 で
ある。

＊国際層序委員会   では 四紀層序学小委員会の人新世ワーキ グ グルー 
   で検討。

＊人新世とは資本主義が生み出した人工物、負 や  が地 を った時代であ
る。（ 藤幸平    、人新世の資本論、集英社）

＊過去 万 間は、人類の時代を意味する人新世と呼 方がふさわしいかもしれな
い（ハラリ     、    ）
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一 階ではいいことになったわけです。だけど、二 階目でちょっと反対者が多くてです

ね。人新世の定義が反対者が多くて否決されたということだから、否決されたままになる

のか、今後さらに検討してね。定義されるのか分かりませんけど、僕は現在の定義を  

したいと思っているわけですね。 

 

まあ僕はもう孫たちもいますし、そういう子供たちにそんな話ばかりしたのでは、彼ら

も希望が創れません。全般的に日本人の自殺者数は減ってきてるんですけど、だけどまだ

多いし、増えてるのは子供とか若い女性ですね。やっぱり希望がそこに具体的にないとい

けないわけで、大人である僕たちはそれを示さなきゃいけない。具体的にということです

ね。 

そういう中でこういう事例ですが、これは日本の雑穀の栽培面積から見ていくと、その

戦後、あんまり ータがないんですけども、戦争中には、たとえば、これは北海道のアイ

ヌの人たちが一番たくさん住んでいる平取町ですけど、ここではヒ 、アワとかが 一次

世界大戦と 二次世界大戦では増えております。イネがまったくできないわけじゃないで

す。この本 稗 というのは小原哲二郎さんがいつ出したかと日付を確認すると、 島に

原爆が落ちる前日でした。こちらの方は(中央食 協 会編 郷土食慣行調査報告書 )当

時の政府がですね。5つの帝国大学に命令して、それ れに地方地方の郷土食の調査、日本

の全土が飢えで死ぬかもしれませんので、東京でも爆弾を落とされて 10万人ぐらい死んで

ますし、 島、長崎はひどいものになってますよね。そういうような状況の中でどうする

かということを 測して、こういう飢餓に対してどうするか、研究をやらせたということ

ですね。 

 
 

僕は退職後ずっと、本書くことに集中してるんです。イ   とかには、興味があるの

ですが、行ったことはありません。阪本寧男は今西錦司の  を強く受けています。彼ら

の調査 ロジェクトの一環として チオピアに行ったわけです。調査に行ったら、ここに

      
   

 一次世界大戦    
 二次世界大戦    

             
     
           

            
        
              
          

日 戦争    
世界大戦
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あの フという、とってもちっちゃな種子を食べる穀物を見て、雑穀研究に向かうことに

したようです。これは東京のあるレ トラ で食べさせてもらったものですけども、これ

が フのイ ジェラですね。厚手のクレー みたいな感じになる。しかもちょっと発 し

たものですね。阪本はこの フを食べて、ひどく感動したわけです。なんであんな小さい

種子を、王族から一般庶民までが大切に食べたているということですね。それだったら日

本ではどうなのだろうか。阪本がそう考えた時に、僕は学生だったので、じゃあ 雑穀の研

究グルー を作って、日本国内から海 までを調査しようということになったんです。イ

   も毎日国際ニュー を見ていて、フーシ派っていう人たちが航海をする船を攻撃し

ているといいます。イ   の地図を見ると、山地が多いところです。たまたまですね、

この佐藤さんという方のお話をシ ポジウムで聞かせていただきました。 

それで FAOの ータはですね、皆さんでもいくらでもダウ ロードできますから、ご自

分で分析もできます。たくさんの ータを示せませんので、1961  と 2022  を比較しま

すとオオムギが極 に減ってます。トウモロコシが増えてますね。それから雑穀は現状 

 です。モロコシも減少、コムギが増加しています。ウクライナが戦争してるから、ウク

ライナからコムギを買うことができず、問題になってるんですけど、それと同時にここも

ですね。この何  かの間に伝統的に作ってたものを止めてしまって輸入もするし、自分

とかでも作るということですね。今 、あの世界中の国々について、こういう分析を自分

なりに試みてみると、中国なんかもそうですよね。輸入だけじゃなくて売る方にも を 

いでるのですね。それから こちらの方は チオピアで ータを示してみたんですが、この

モロコシは何とか  しております。それに対してトウモロコシやコムギはものすごく輸

入しているということですね。こういうようなところでも 穀物が入れ替わっていってるの

です。 
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これも急遽、 2 3 日前に作ってきました ( 雑穀およびモロコシの栽培上位

10(FAOSTAT2022) )。これはいわゆる雑穀を作っている上位 10カ国だけを示しているので

す。まあ、イ ド  がだいたいアフリカの国々ですけども、中国もそこそこ作ってて、

日本なんてないくらいの 285 ヘクタールで 251 ト にすぎません。大かたを岩手県の花巻

あたり栽培しています。モロコシはソルガムって学名も英語名もソルガムですね。ミレッ

トっていう語幹がモロコシにはつきません。英語では雑穀とモロコシを別の統計 ータと

して出しているわけです。ア リカ合衆国、 キシコと、同じくアフリカ起源のものが新

大陸に伝わってこんなにたくさん作られている。じゃあ、日本はどれだけ輸入してた、あ

るいは今どれだけ輸入していると思います。ちょっと前までモロコシを 500 万ト 輸入し

ております。現在は 200 万ト 、皆さんがご存知ないだけで、お菓子の中に入れたり、飼

料にしているのでしょう。今日本の稲作の米の 量をどれくらいと思います。900万ト ぐ

らいでしょうね。たった 900 万ト 。それに対して 500 万ト が少ない量と言えるでしょ

うか。 

これは最近いただいた本ですけども、ア リカ産ソルガムきび、日本語で出てます。ち

ょっとソルガムきびという言い方は、僕は好きではありません。 解が生じるので、日本

人は言葉の定義がすごくいい加減なので、やっぱり使わない、混乱してしまいます。なん

でモロコシにきびをつけて呼 のかよく分かりません。何をこれで言いたいかというと、

次に生産量が急速に伸びてくるのはモロコシでしょう。なぜって今までお話したように、

お分かりいただけたと思うんですが、乾燥に強いです。化学肥料をたくさん与えると土 

に塩分が蓄積します。塩分が蓄積すると穀物でも発 しにくくなるんですよ。その中でこ

のモロコシは比較的耐塩性が強いということですね。中央アジアにも調査に行きました。

ソビ ト連邦がなくなった後、すぐに調査にうまいこと入れました。まあの畑の表面は真

っ白ですよ。ここでは綿をたくさん作っていました。ロシアの属国ですから、シルダリア

とかアムダリアとか、天山山脈から流れてくる川のね。水をド ド 与えるわけですよね。

乾燥地ですから、水が蒸発すると塩分が残るわけです。土 は白くなり、モロコシですら

発 が困難な状 になりますよね。それがさらに砂漠化を進めるっていうことです。 

 

 さっき、寒さでって言いました。宮 賢治の にも負けずに出てくるように夏が寒いん

です。北海道東部と岩手県の太平洋岸、この 1993 は冷害でこんなにイネの穂が白いんで

す(「水田 白い不稔の穂が多い」)。種子が未熟のままか、入ってないです。先ほど作況指

アフリカ起源のモロ
コシがア リカで大
量に栽培され、輸出
されている。日本は
   万 程輸入してい
る。
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数が 1 桁台といくつかの地域でも言われてましたね。まあ、ご存じのように、この時はタ

イからたくさんイネ米を買いました。でも日本人はひどい人たちですからタイ米を好まず

に、捨ててしまいましたね。僕はタイの大学院で授業を ってましたから、タイの人は日

本に一番いいお米をあげたのにと言ってましたね。それがそういうことをする。要するに

食文化が違うからタイとかイ ドのとてもいいイネ米が日本人の口には文化的に合わない

んです。香り米とかそういうのね。まあ、それが食文化というものですから。 

 

これは 震災の後の姿を僕が調査に行って、写したものです。田んぼが全部流され、これ

は 1 後、水田は復興せずに、雑草ばっかりですね。ところが この山間の畑には震災時に

もキビやモロコシが写ってます。丘の上は津波にもあってないです。ですから、こういっ

たところの方達が海岸の人たちに、食料を分けました。災害があって 3日、3週間とか 3ヶ

 、3 という言い方しますけど、自衛隊はすぐに救援にはこれず、海岸沿いはこれないの

で、山間を通って来たのです。やっぱり 1 週間とかかかってるわけですが、その間に自 

で何を食べるのかということになります。 

 

岩手県の事例 治に居て乱を れず  子

冷害 やませ
     は全国的に米の  量が少なかっ
た。特に北海道と東北地方の太平洋岸の
県の作況指数が   下で著しい 害を受
けた。これらの地方でも北海道 部と 
 県、岩手県の太平洋岸では作況指数が
 桁台で、いままで経験したことが無い
大 作であった 。 口 夫（    ）自
然災害科学                   

東北全体で  、    、岩手  、宮   、
山   、福島  。
水稲の 害 は     億 。
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それから、当時、福島原子 発電所が ルトダウ して、岩手県の 部までかなり放射

性物質が飛び散りました。東京学芸大学でも測定をしましたけど、体育館の どいの下と

か、かなりの線量がありました。東京もかなり汚染されちゃいました。問題点は、有機農

家が 肥を作るのに落ち葉を使うわけで、その落ち葉の中には放射状物質が溜まってるの

です。だから、この落ち葉 肥で作った野菜とか飼料を家畜に食べさせると、家畜の中に

放射性物質が移るわけで、それは東北大学医学部の測定でかなり高い線量でした。有機農

家もすごい 害を受けたのです。そういう放射性物質汚染を分かってて、契約家庭に野菜

や肉を出すことは有機農家の倫理としてできません。 

 

これはいい事例ですけども、道の駅はいろんな地元のものを売ってるわけで、ヒ だと

かアワだとか東北はかなり今でも残してますから、こういったものを 災した沿海の人達

          
                         
                         
        
東日本大震災後の海 水田跡の雑草、陸上の畑のキビ、
モロコシ（陸前高田市    ）

  

       

有機農法による自給農耕地は放射性物質の  で、家畜の食を賄えなくなった。入
植して   余り、有畜有機農業生産と生活学校の  により、総合的な経 が成り
立ち、地域の になり始めたところを、原子 発電公害が起こった。ここは岩手県
 部で、宮 県を えて、福島県から飛散した放射性物質のホット ポットとなっ
ていた。良心的な有機農家は生産物を出 できなくなった。   
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にあげたり、とりあえず一時避難の場所にしたりするとかね。そういうことに機 したの

です。 

 
ざっと飛ばしてきますが、これは戦争中ですけど、こんな風にですね。たくさんの戦死

者や飢死者が出てたんです。特に見て欲しいのはホロドモール（1932）では、ロシアがウ

クライナの農家の人々をたくさん殺したのですね。それと同時に穀物を ち去ったからも

のすごい人々が餓死している。そのくらいのことが記憶する歴史の範囲内にあるのです。

ウクライナが現在すごく抵抗して戦っているというのは、ロシアに 配されたら、同じこ

とやられちゃうわけです。だから、 勝ち目がとてもないような相手に対して、ずっと抵抗

しているというのは過去のそういう歴史を れないからですね。もう一つ、中国の大躍進

政策（1947）の結果ですね。僕は日本が中国に侵略したから、その結果として中国で飢饉

が起こった、日本軍の侵略が原 で、悪いと思ってました。しかし、 際は、そうじゃなく

てもっと酷いのはこちらですよね。こういう政策を失敗した方が、今でも天 門の大きな

肖像画として飾られているのですよね。彼の政策の失敗のために亡くなった方の正確な 

ータは分かりません。もっと多いと言われますけど、3600万人それくらいの人がこの時に

飢えて死んでるわけです。とにかく政府というものは、そこの国民とか市民を飢えさせな

いというのは政治 政策の一番大事なことですから、4000万人に近い人々を餓死させたよ

うな政治家がまだ尊敬されるということは、僕にはとても納得できないです。 

 

          

地元の野菜による地場経済を える道
の駅や産直売 は 急時に食料と避難
場所を提供した。

地元の雑穀類の販売。小規模農家は 存
米を震災直後、数週間にわたって、 災
者に提供した。 ネルギーがない状況で、
精白、加工、調理を行うには伝統的な技
 とコミュニ ィーの 頼関係が有効で
あった。   
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高橋五郎（2023）の投入法カロリーベー 食料自給率では、農 水産省発表（2022）の

38％と較べてあまりに低い 18％に過ぎません。世界的に比較してみると、100％ 上の自

給率をもつ国は 33カ国あります。ウクライナの自給率が 一位 372％です。ウクライナ

の土 は 土チェルノー ムで、とても肥沃なのです。これこそがロシアが繰り返し侵略

してきた理由でしょう。 

高橋はかなりタイムリーに ータを整理しました。FAOの統計 ータですから、恣意的に

 作しているわけではないです。計算方法についてはいろいろ書いています。たとえば、

トウモロコシはほとんど日本で作ってないです。ダイズもほとんど輸入です。だから、そ

ういうことも考え合わせ計算し直してみると、たった 18%が日本の自給になったと言いま

すね。すごい少ないですよ。 位なんてどうでもいいんですけど、でも下から数えて 10位

ですよね。食べ物だけはちゃんとしとかないとこれはすぐ飢えますから、とても大事だと

思います。 
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ウクライナと日本を比較してみました。そうすると、ウクライナはもちろん商 穀物と

して、コムギ、オオムギ、トウモロコシ、ヒマワリをたくさん栽培しています。一方で、 

日本はどうですか？あまりに少ないですね。さっき生存のための穀物って言ったライムギ、

モロコシ、雑穀やソバ、こういったものもウクライナでは作ってるんです。ここでミレッ

トって言ってるのキビのことです。日本で食べてるキビと同じものですね。ただ、モチ性

のものは食べないので、ウルチ性の 種です。日本ではもうほとんど作ってないです。こ

ういうことはとても大きな問題だと思います。 
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これは相模原市緑区佐野川の旧農家の土蔵です。この土蔵の中に穀槽という、このタ 

 のようなものの中にアワ、陸稲のウルチ性とモチ性の 種の穀 が貯蔵されていました。

陸稲というのは畑で作るイネですね。相模川沿いでは水田ができるんですけど、ちょっと

丘にあがると水田はできませんから、畑でイネを作っているわけですね。それとアワが出

てきます。これはもう古い種子で発 しません。このアワが今皆さんにお配りしたもので

す。民族植物学研究室で当時、学生がこの地域の農家から分けていた在来 種です。ずっ

と 存していて、当人が改めてこの地域に普及してるわけですね。すでに失われた地元に

戻してるのです。僕もかなりいろんな地域にね。 集したものは戻ししました。 
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 際、まあ希望というのはこのような家庭菜園、市民農園なんですね。 ラ ターでも

できますから、是非作ってみられて、作るだけでも面白いし、楽しいですね。小規模家族

農耕、あるいは小規模農業に希望をつなぎたいです。 
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雑穀をいろいろに加工 調理するような、こんな料理の研究会をしてみました。 

 

 
 

加工技術もいろいろ発達してくるわけで、こんな風に、歴史的に見ればですね。作物を

どう加工するか、皆さんに穀 を差し上げても食べられないですからね。それをどうやっ

て食べるか、栽培、加工、調理、食事は一連の農耕文化基本文化複合です。 

 

 

穀類の加工方法の、主なものの技術的発達をまとめてみました。 
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穀物種子の加工方法を整理してみました。粗挽き、製粉、精白、発 、湯水の使用法、加

 などを基本に、いろいろな加工方法が分化してきています。 

 

中でも、しとぎは簡易な加工方法です。縄文時代に堅果類の水晒の技術から、思いつい

たのでしょう。たとえば、イネの穀 を石で砕いて、水晒しながら、上澄みを何 か繰り

返して上澄みを捨て、籾殻などが無くなったら、乾燥させると、良質の穀粉ができます。

石と縄文土器があれば 分にできます。 

 

 

 

            

      

        

   

           

      

      

              

     

                

   

  

   

  
       

    

           

                  

     

   

       

              

  

                
    

  
   

   

      

   

     

  

      
穀 物 種 子 の 加 工 方 法
焼 く  オ オ ム ギ 、 イ ネ 、 ト ウ モ ロ コ シ
ポ ッ  さ せ る  キ ビ 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 セ  ニ  コ ク
 る  オ オ ム ギ 、 ハ ト ム ギ
パ ー  イ ル 加 工  ヒ  、 イ ネ （ チ ュ ー ラ ）

砕 く  オ オ ム ギ （ 割 麦 ）
 く （ 精 白 ）  穀 類 一 般
乾 式 製 粉  コ ム ギ 、 オ オ ム ギ な ど 麦 類
 式 製 粉 （ し と ぎ ）  ア ワ 、 ヒ  、 キ ビ 、 イ ネ 、 コ ド ラ
 晒 す  ト チ 、 ク ズ な ど  

 
 

 
 
 
  
 
 

 
 

 る  粒  イ ネ 、 オ オ ム ギ 、 ア ワ 、 ヒ  。 キ ビ な ど
蒸 か す 粒  イ ネ 、 ア ワ 、 キ ビ 、 粉  コ ム ギ
 る  イ ネ 、 オ オ ム ギ
 ね る  シ コ ク ビ  、 ソ バ 、 コ ム ギ な ど
焼 く  粉  イ ネ 、 コ ム ギ 、 ソ バ
 く  粒  イ ネ 、 ア ワ 、 キ ビ 、 モ ロ コ シ な ど

 
 
  
 

発  さ せ る （ 麦  ） オ オ ム ギ 、 シ コ ク ビ  
発  さ せ る  イ ネ 、 オ オ ム ギ な ど
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こうした穀粉を用いて、アイヌ民族の人々も、熊祭りイヨマ  にシトを調理して、供

え、参加者で共食します。イ ドでアジア起源穀物によく適用されるパー イル加工（脱

穀後すぐに蒸かす）も、日本ではヒ の 蒸法や白蒸法として行われていました。パー 

イル加工って日本のヒ がとても籾殻を しにくいので、脱穀したヒ を窯で る

んですよ。パー イルすると、ちょっとだけ籾が開くんですよね。これを天日乾燥

してから、脱穀、籾摺り、精白します。 

 

 

しとぎの簡易加工工程

  

 

  

 

  

北海道アイヌ民族の熊祭、
雑穀のしとを供える。

  県 妻  
合村におけるヒ
 の 蒸法 
   精された
 蒸ヒ 、  
脱穀したヒ を
大 で蒸す、  
蒸し上がったヒ
 を取り出す、
   に げて
天日乾燥する。
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道具も不要で、もっとも簡単なのはオオムギの穂を燃やしてポッ させ、焦げた殻を風

選すれば、加 も同時にできます。これを石で砕けば、ムギコガシガできます。道具は便

利に発達してきましたが、基本的な加工技術の原理はあまり変わっていません。 

 
穀物料理は多様化する一方で、 斂することもあり、また離れた地域で似たような料理

が平行進化することもあります（中尾 1972）。もう一 、穀物調理方法を、多様に発散させ

ることを望みます。また、栽培は容易でも、加工が個人では困難ですので、家庭用の小 

の加工 調理道具が開発されています。 

 

      
   

              
                    
        
                        

               
              

               

            

     

                        
  

補表    穀物料理の一般法 （中尾    ）
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東 アジアへの雑穀の伝播、およびモチ性 種の栽培範囲を示しました。ここがモチ食

文化圏です。東 アジアの大陸部で、ラオ だとかタイの山間部、中国の 部とかを含み

ます。この地の諸民族はモチ性の 種をたくさん食べています。それが日本にまで伝わっ

て、アイヌの人たちもモチ性の雑穀を使っています。 

         

左  用精米機、 合用。
中 精米かご、小粒雑穀用とイネ 麦ほか
大粒雑穀用
右 イネ用精米機

  

家庭用の製粉器
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僕はイ ド亜大陸で栽培されてきた雑穀の調査研究を中心に行いました。アジアとアフ

リカを繋ぐ地理的位置にイ ドがあるので、この地域の研究はとても面白いです。今まで

お話してきたことの集大成をこのように描いてみました。かなり新しい仮設を加えて、提

案しています。 
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これからは自給知足、素のままの美しい暮らし、言い換えれば生き物の文明へと移行す

ることをお勧めします。 四紀人新世の初期における文化的進化の方向として提案しま

す。 

 

 
そんなことで、僕は希望としてはですね。自分で野菜など作るとか、あるいは 小規模農

家、有機農家と契約をして、食料を買うとかをお勧めしたいですね。僕の家なんかは 1993

  来、新潟県大潟村の特定農家から毎 あきたこまちを精白して、送っていただいてい

ます。もう長い付き合いです。そういう関係、 頼関係を作っていくことが大事だと思い

ます。飢饉が起こったら、農家に行ってもそんな親しくない人に分けてくれるということ

は、過去の事例から見て、難しいです。野坂昭如さんなんて変な？小説ばっかり書いてる

人でも、そう言ってますよね。皆さんもやっぱり自分で作ることが現 的なんです。身近

でね、ちょっとずつね、自分で作るのはとっても楽しいです。今、  ドウマ がたくさ

んとれて、家族が喜 ので楽しいです。そんなことでお話を終わりたいと思うんですけど、

小難しい話をわっと話して、ごめんなさい。時間を残そうと思ったけど、すでに 々ご質

問されたんで、それにお答えしちゃったんで、ちょっと ぴったりになっちゃいました。聞

いてくださって、ありがとうございました。 
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〇菅原東堂さん 長時間にわたって先生はしゃべり続けました。ありがとうございました。 

時間はもう今 4 時になってしまいました。けれど少しですね。こんなことだけは聞いてお

きたいなっていう方もおられるんじゃないかと思うんですけど、それで先生まだちょっと

いいでしょうか？ 

ということで、お急ぎの方はお帰りになって結構ですから、もうちょっとですね。あと

10分ぐらい先生からいろいろね。お聞きしたいことがあればおっしゃってください。どう

 手上げてください。 

 

１）素のままの美しい暮らし      の基層は自らの「生業」である。
山村の暮らしでも生業だけでは暮らしにくく、都市での暮らしは生業を得られず、生業が
なくてもとりあえず暮らせる。ここに、 金経済主義の陥 がある。
山村民は生業の不足を産業に少し関わることで補い、都市民は産業の 間に、生業を組み 
 のがよい。

語          生存する、食っていく、暮らしていく、食料を与える。
            生存、生活、生計。
                    自給農耕。
                 自家用農作物。

 ）遊び暮らす 狩猟（鉄砲 ち、  り、 取り、  飼養 ）、採集（ 栽  木、山
菜、きのこ、野草、昆虫 ）、 集（石、化石、 殻 ）                  
人生を楽しく遊び暮らすには、過剰な便利や不要不急なものを無くす。過剰な消費のために、
 ぐことを止める。

 ）ゆったりとした家族の暮らしの中で、生業と産業のバラ  をとる。簡素な生活、家族
農耕に えられた自給知足が良い。芸事、文 、野 活動などをする。

 ）地域社会 くにで、 一次産業を生業で補完する楽しみを知る。野生の復活を制御し、

放 耕作地を減らす。所有者不明土地は地域の社会的共通        にする。

          

  

小難しい話を聞いてくださってありがとう
ございました。

仁和寺の 、  足知   



 

49 

 

半田 僕の世代ってのは、もう貿易して大量生産、大量消費で、それで日本人は貧困から

脱っしていくようなイ ージを 全と思ったんですけど、そうじゃなくて少ない小規模の

単位で、そういう優遇してさっき言ったあのいろんな動物を放し飼いにしてとかそういう

ことは可 なんですかね？ 

 

木俣 日本でも、市区町村単位でもうそういうシ  ムは作られ始めてるんじゃないん

ですか？そういう中でそれ れが地域連携協定とかですね。日頃からそういうことをして

いかないと。それは、すごく自分のムラばっかり作って、日本だけじゃないです。僕は日

本のサ ペ  が嫌いです。だって、いい人が酷い目にあって、悪い奴に復讐したら、警

察に捕まって、お説教されて、反省しろと言われるわけでしょ。イギリ とか、フラ  

とかでも、ムラ社会は似たようなものがあり、いじめもあります。イギリ など特に、日

本のムラ社会とそっくりですよね。しかし、ヨーロッパ人と日本人の違いは、彼らがやっ

ぱり苦労して個人主義を身に着けていることです。判断を他者に委ねずに、自分は自分な

んだと明確に主張する点です。酷い目にあっても自分は自分でできますね。今日は、泉龍

寺の講演会ですから、 しろ、阿修羅についてそういう議論をして、皆さまから 教の考

え方を教えていただきたかったのです。 

 

半田 ありがとうございます。 

松井 質問なんですけれども、雑穀っていうのは自家受粉、どういう仕組みでその がな

るんですか？ 

 

木俣 それは 々です。 々というのは、植物というのはとても多様な繁殖様式をもって

いるからです。雑穀類だけであっても、たとえば、今お話ししたハトムギは自家受粉を原

 としてしません。花の構造が違います。近縁のトウモロコシはもっと極 ですね。トウ

モロコシの雌花ってどこにつきますか？この葉っぱの付け根は全部雌花なんです。雄花が

つくのは 1 番先 だけです。例 はありますけどね。普通はそうです。そうすると、その

雄花から自分の雌花の柱頭シルクって毛がありますよね。そこに自花の花粉が落ちて受粉

すれば自家（自花）受粉です。しかし、栽培用の雑種 一代種子を作るために、どういうこ

とやるかというと、先 の雄花は機械でみんな切っちゃうんです。下に 雌花（母親）だけ

残りますよね。別の相手（父親）の 種は雄花の穂は切らないで置いておくと、その花粉

が風で飛んで切っちゃった方に受粉しますよね。それはどういうことを意味してるか、雑

種 一代を作るということ、そういう方法でね。雑種 一代の種を大量に作ります。翌  

雑種 一代の種子は両親のいいところを強く出すという雑種強勢という現象を起こして、

とても良い穂になります。ところが、その 一代の種を播いても、 二代になれば遺伝的

に分離しちゃいますから、揃ったものはできません。ハトムギの場合は今お配りした包鞘

の中の雌花（種子）の上にですね。雄花が付きます。そこから 雌花の柱頭が出て、うまく

自分の花粉がつくこともあれば、よそから花粉が飛んできて他家受粉もします。 

だけど、イネ、アワ、キビ、あるいはコムギなどは自家受粉率が高いです。高いから り

が良いのです。たとえば、モチ性 種とウルチ性 種を一緒に植えておくと、その時に取

れたモチ性 種の種子ですね。食べるところの胚乳でんぷんはモチ性ですか、ウルチ性で

すか？どっちになりますか？ 自分の花粉がつけば モチ性になります。だけど、近所にウ
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ルチ性の 種があって、それの花粉がついたらウルチ性になります。ここがすごい難しい

現象でしょ。それは重複受精ということをやっていて、胚乳のところだけの 3 倍体なんで

す。今、遺伝的 質について、優性／劣性という言い方は言葉が悪いので、顕性／潜性と

いう用語を遺伝学会では使用するようにしました。優性というのは優秀だっていう意味じ

ゃなくて、それが発現しやすい（顕性）ということですね。ウルチ性が顕性（優性）でモチ

性が潜性（劣性）です。この場合は    ルの独立の法 で非常に単純で主動遺伝子によ

って決まります。ハトムギ（栽培種）をジュズダマ（祖先野生種）と交配すると子供はウル

チ性になります。その花粉をヨード ヨードカリ染 して、顕微鏡で見ると、3対 1に分離

しています。ということで植物の性というものはものすごく複雑なんです。 

動物は？ 基本的に男性／女性、場合によっては間性というのがありますね。男女両方具

有しているものがあります。一般には男性／女性ですね。ほとんど 2倍体です。動物の場

合と違って、植物の場合は倍数性がものすごく高い。例えば 人間だと性染 体 XY が男性

になりますね。性染 体 XXが女性です。だけど、植物は 倍体でしたら XXXXYY、そういう

ものが出てくると、性染 体 X が多いから女性的だけど、男性的な要素もあるとかね。す

ごく複雑なんですよ。単純に言って 植物の性 は 8つありますよね？それと一 生、多 

生、無性繁殖もします。この辺に生えてるタ ポポどうでしょうか。セイヨウタ ポポは

受粉しなくても種子ができちゃうんですよ。単為生殖と言いますが、植物の場合できちゃ

うんですよね。カ トウタ ポポは有性繁殖で、花粉がもらえないと種子はできません。 

 

参加者 ニホ ミツバチはね、本当に減少してるっていうのを聞くんですね。それにうち

の家族もホ ルの方で関わっていて全滅したっていうのを聞いたんです。昆虫が本当にそ

ういう状 になっちゃった時に大丈夫かなっていうちょっと疑問を ったのですが。 

 

木俣 ミツバチだけではありません。昆虫の種数はものすごく多いです。お話したように

進化していくわけです、植物も、昆虫も、人間にしてもですね。そういう状況の中で、誰あ

るいは何と共進化をするとかですね。ということになりますよね。動物の方も人間の方も

いろんな複雑な関係性はこうしてできてくるわけですよね。それはまあご心配に及ばなく

ても、植物はとってもしたたかです。 

 

後藤 はいはい 先生の食生活 雑穀とどう付き合ってるんですか？  

 

木俣 雑穀だけを食べてるわけじゃないですよね。簡単に言うと頭と口とお腹は別ですね。

正直に言いますよね。だけども、僕の頭は今ちょっと、どうしてもお腹が凹まないとかね。

なんとか病気などいっぱい病名付けられちゃいましたね。深刻な状 ではないんですけど、

みんなこの ーダーライ のちょっと上なんですよね？ですから、特 、薬飲めというほ

どでもないんだけど、気をつけろとか言う診断なんです。僕は雑穀も自分でも作ってます

から、時々ご飯の中にちょっとだけ混ぜてね。簡単ですから食べたり、もともとそういう

研究してますから、どっか行ってはわざわざ選んで食べるのが、一番簡単です。皆さんが

するにはね。粉にして、さっき言ったポレ タを作ってみるとかね。僕は自分の研究で生

きているわけですから、自分が好きでやってるけど、家族に強要はできませんので、最近

ちょっと食べてくれるようになりました。 
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木下 質問していいですか？大きな声、えっとですね。先ほど、その要するに、その自分が

やっていることと絡んでるんですけど、今まあ、後藤さんも絡んでる話なんだろうと思う

けど、要するにその人口が爆発しましたよね。19 世紀から 20 世紀にかけて、1800  代か

ら 1700 代から産業革命が起きて、要するに ネルギーを 1人当たりに使える量が増えて

た。途 にまずその暖房だとかにも使えるようになって、北欧はすごく変わったんですよ。

イギリ とか北欧三国ですね。それと、それから病気で死ななくなった。だから、昔は子

供をたくさん作るんだけど、8割方なくなっちゃうとかいうことがあって、それが生き残る

ようになったということが産業革命であるんですね。それと、その先生のお話になった、

そのいわゆる食料問題が変わってたってところはちょっと話がキャピタリズムになるけど

も。一つはその要に く物が買えるようになるっていうことです。みんな いものをどん

どん買っていくから、そういう大衆化が起きたんだと思うんですよ。で、だから産業革命

と ネルギー問題とそれから大量生産と、みんな絡んでるんですよね。だから誰がいいと

か悪いとか、西洋がどうのこうのっていうこともあるけど、 際そうなんだけど、そうい

う流れがあって、今はちょっとそれが 束しつつあるわけですよね。要するに、みんな人

口増加率がどんどん減ってきているわけですよ。だから、その辺の話をちょっとなんかあ

れば要は雑穀の問題は見直されるようになったってことです。逆に雑穀が使われなくなっ

た理由がまずあって、それからまた見なおされるようになったというところにそう ネル

ギー問題があるんだろうと自分は思ってるんですけど、その辺はどうです？ 

 

木俣 それは関係あると思いますけど、細かい表をいくつもお見せしたというのがね。い

ろんなものが複雑に絡み合ってるわけです。そういうと、たとえば僕らは自然科学出身で

すけども、基本は分析するという学問のやり方ですね。それだけでは環境問題については

解明できないっていうことですよね。だから、一人の人間が複数の学問領域を同時にやる

というような生き方を、僕はトレーニ グしてきたわけですね。今おっしゃっているよう

に、これからどういう風に動いていくか、それは分かりませんけども、そういう複雑な方

向には動いてますし、雑穀が増えるかどうかはわかりません。 いものがいいかな？とい

うのは当然、経済の効率の論理でそういうことになるんでしょう。 

だけど、それでいいんですか？ってですね。もうちょっとお金儲けとかそういうことだ

けじゃなくて、自分で栽培したら楽しいんじゃないですか？農耕をやるのは楽しい。農業

はちょっとお金儲けですから しいけどね。悪いと言ってるわけじゃないですよ。だけど

も、農耕というのは他の職業をやりながら、畑を借りてやって家族の食べ物を作るとかね。

そういうことはとっても楽しいし、家族が喜 からそういうような生き方ももっとあって

いいんじゃないですか。 際、別にヨーロッパがいいとか、そういう言い方をするのは僕

は嫌いですけど、現 的にはドイツとか、イタリアにしても家族でね、市民農園とか、コ

ミュニ ィ ガー  を作ろうとかね。そういうような方はかなり多いですね。ついでに

言うなら、ソ連が崩壊したすぐ後に、2 、ロシアに行きました。大きな社会変革の中にロ

シアについてはそんなに餓死者を出していませんね。彼らはダーチャというものを って

いた。共産主義の国ですから、ほとんどの土地は国有ですよね。だけど、ダーチャを て

るわけですよ。使っていい土地で、かなりの面積ですよ。そこで野菜など、果物を作って

それを 存しているということですね。日本語で別荘と してるからとっても 解される
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んだけど、家族が使えるところに小屋を建てて畑をやっていますよね。ヨーロッパの人た

ちも 3 割方、そんな農耕地を ってる。僕はイギリ にもしばらく住んでましたけど、だ

いたい駅の周辺とかね。あんまりちょっと使いにくいようなところ、線 脇とかそういっ

たところにね、農園があるのです。趣味の上に作ってるわけで、結構いろんなものを作っ

てるんですよ。日本の市民農園なんてなかなか当たらないし、当たってもそんな 2 坪とか

3坪とかそんなもんじゃ、楽しみですけど、その程 ですよね。僕は退職してさっきの小菅

村に畑借りてました。当時、自動車に乗ってましたからかなり取れますが、自宅に び、

知人に差し上げていました。僕は子供の頃からやってるので農作業は大学で教えてもいま

したから、できます。農業とか農耕とかねですけど、自動車がないと それは無理ですよね。

しかし、日本人とア リカやヨーロッパの人々とは距離感覚が違うようです。というのは、

彼らはそんな 1時間や 2時間の距離など遠いと思わないんですよ。今の日本人には遠いん

ですよ。小菅村なんて何であんな遠いところに行くのか、自動で行っても 2 3時間かかり

ますよね。でもそれを遠いと思うか思わないか、それ れの気 ちの問題なんです。日本

人には遠いし、ア リカ人なんて隣行くのに何 キロというとこあるあるでしょ。そこが

全然感覚が大陸の人とこういう島国に人は違うようです。 イギリ はとても日本と似た島

国ですが、大英帝国がいいとは思いませんけど、彼らは に出たんです。日本の場合は鎖

国しました。同じ島国なのに、多分、鎖国ということがかなり、日本人に  をもったん

だろうと思うんです。イギリ のミ  リー見てても、たとえば、警察の幹部にアフリカ

やイ ド系民族出自の人たちがなってますよね。日本でそういうことしますか、しないで

すよね。ほとんど、その政府関係の方にはいません。大学はちょっと海 の人もね、いる

ようになりました。同じ島国で鎖国したってこと、一方で、大英帝国がやったことの反省

ですよね。そういうものが反省されて、少しずつでも社会が良くなってるんじゃないかと

は思いますけど、そんな風に思ってて複雑なので簡単にはお答えできません。複雑だとい

うことを知っていただけた、共有していただければと思って、そろそろ時間もいっぱいに

なりましたので、この辺にしたいと思います。 

 

〇菅原 先生にはですね。今皆さんからのご質問にも誠心誠意ですね。丁寧にお話をして

いただきました。皆さんお聞きになってですね。100% 理解できた方は誰もいないと思いま

す。雑穀という切り口から、僕たちの毎日の生活の中でどういうことが気がつくかなとい

うことからは、僕たちは非常に大きなお土産をですね。先生から頂戴することができたと

思います。ありがとうございました。 

 

木俣 ご理解されないことを分かりながら、小難しい話を懲りずにやってるんです。これ

は皆様への敬意です。本当は、論 の阿修羅のことをお話ししてご意見をいただきたかっ

たです。 

 

〇菅原／拍手 お願いします。どうもありがとうございました。ア  ート、下にあの箱が

ありますから入れてください。ありがとうございます。  
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別に論考として書きました。ご意見をいただければ嬉しいです。 

 

木俣美樹男 2024、雑穀街道普及会の顛末記 見捨てられた穀物への多くの感謝と少しの謝

罪、民族植物学ノオト 17 21-54。 

URL   www.ppmusee.org/ src/15405/05 Kimata-1.pdf 

黍稷農季人 2024、この阿修羅は天道の門近くに咲く草花に転生する 風の時代に心を豊か

に育 、 

URL   www.ppmusee.org/ src/15410/06 Noukijin.pdf 
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雑穀はまるでアシュラのよう
だ
学問は阿修羅の眷属のなせる
業である

緑の指を
 ちたい

           

社会変容の 様  

移行、改革、革命

           
           
    

           
           
           
        

素のままの美しい暮らし
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長野 光寺の  薩
像、左から 番目が修
羅道の 薩さま。

天道、人間道、修羅道は
三 趣、畜生道、餓 道、
地 道は三悪趣

左）長野 光寺の 道地蔵尊 天道、人間道、修羅道、畜生道、餓 道、地 道
右） 江泉龍寺の 道地蔵大 薩 天道、人間道、修羅道、寄進者、地 道、餓
 道、畜生道
私見）天道、修羅道、人間道、畜生道、餓 道、地 道
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